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Azthreonam (SQ26, 776)の 血中お よび前立腺組織内濃度

藤 田 公 生 ・原 徹 ・村 山 猛 男

国立病院医療 センター

新 島 端 夫

東京大学医学部泌尿器科学教室

アズス レオナム1gを 静注 し,手 術中に得 られた血清 と前立腺組織中 の濃度を測定 した。血清値

は正常人集 団について の値 よ り高値の傾向がみられた。 前立腺組織内濃度の下降は血 中濃度 とほぼ

平 行 した。そ の比は0.282±0.156で あ った。

アズス レオナ ムは β-ラクタム系で あるが,β-ラ クタ

マーゼに対 して安定であ り,従 来の セファロスポ リンと

異な り新 しい単 環系 の抗生物質で ある。今回,本 薬剤 の

体内動態追求の一環 として,臨 床例の血 中お よび前立腺

組織中濃度を検討 した ので報告す る。

I.対 象 と 方 法

前立腺肥大症 のために経尿道 的切除 ない し被膜下摘除

を行 な う症例を対象 と した。

手術 の30分 か ら3時 間前 にアズス レオ ナ ム19を

1～2分 かけて静注 し,前 立腺摘除 と同時 に静脈採血 し

た。TURの 場合 の採取時間は中央値を とった。 大 きい

前立腺でTURに 時間のかかる場合は最初 の数 グラムを

対象 として検体の採取 を行 なった。

採取 した血 液は遠心分離 して血清を凍結 した。前立腺

は生理 食塩 水で軽 く洗 い,ガ ーゼで水分を吸い とってか

ら凍結 し,後 に1/10Mリ ン酸緩衝液で ホモ ジェネー ト

に した。

測定 はE. coli ATCC 27166を 用 い た カ ップ法であ

り,東 京総合臨床検査セ ンターで行な った。

II. 結 果

16例 の男性について検討 が行なわれ た。年齢 は64.7

±16.7歳 最低55歳 か ら最高87歳 で高齢者が多 く,

肝 ・腎 ・心機能の低下傾 向がみ られたが,高 度 な異常者

はなか った。

アズス レオナ ム1g静 注後 の 採 取時間,血 中濃度,

前立腺 濃度,両 濃 度の比をTable 1に 示 した。 また,

横軸 に時 間を とり,半 対数 グラフ上に この結果を示 した

(Fig. 1)。

血 中濃度 は全体的 に他施設の報告 よ りもやや高値を示

し,静 注か ら最 も早い例 で35分 と,30分 以降の検体採

取 であるので第1相 部分が認め られない。半減期は93.0

分であ った。

前立腺 濃度はほぼ血 中濃度 に平行 していた。前立腺濃

度 の半減期は90.5分,前 立腺/血 中濃度比は0.282±

0.156で あ った。組織像,炎 症 の強 さな どと前立腺組織

濃度 との間に明 らかな関係 はなか った。

III.考 察

前立腺組織,前 立腺液,精 液 中の抗生物質濃度は近年

興味の もたれ る ところとな り,わ れわれの報告を含めて

急速 に報告 が増 加 している1～3)。

今回,本 薬剤が新 しい単環系抗生物質 であることから

前立腺組織へ の移行態度 に特に興味が もたれたのである

が,結 果 はこれ までに得 られているセ ファロスポリン系

抗 生物質 と本質的 には 同様な ものであった。静注後35分

で速やか に組織中に移行 してお り,血 中濃度 とほぼ平行

して下降 し,そ の比は0.282±0.156で あった。
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AZTHREONAM CONCENTRATION IN SERUM

AND PROSTATE TISSUE
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One gram of Azthreonam was intravenously injected to patients with benign prostatic hypertrophy
before they went to operating room and Azthreonam concentrations in serum and prostatic tissue
which were obtained during their surgery were bioassayed. Serum concentrations were higher than
that obtained from normal volunteers. Prostatic tissue concentrations well correlated with serum
concentrations in a ratio of 0. 282+0. 156.


